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〈金額および諸比率の表示方法について〉
①本誌の数値で「現在日」の表記がない場合は、2024 年 3月末現在のものです。
②各表・グラフの数値は、原則として表示単位未満を切り捨てて記載しています。
　したがって、内訳の合計と小計欄・合計欄の金額が一致しない場合があります。
③諸比率は、小数点第 3位を切り捨てて第 2位までを記載しています。

「北海道働き方改革推進企業認定制度」ゴールド認定
「健康経営優良法人 2024」継続認定

　北海道が認定する「北海道働き方改革推

進企業認定制度」最高位であるゴールド認

定と、経済産業省が実施（日本健康会議が

認定）する「健康経営優良法人 2024」の継

続認定を受けました。引き続き、誰もが働

きやすい職場を目指し、「職員の健康維

持・増進」「仕事と家庭の両立支援」等の

各種取組みを進めていきます。

「バースデープラス定期預金」の取扱開始

　誕生日を迎えられるお客様へ向けた、「バースデープ

ラス定期預金」の取扱いを 2023 年 10 月より開始しまし

た。店頭表示金利に金利を上乗せした定期預金であり、

給与振込または公的年金受取りを当金庫にご指定いただ

いた場合はさらに上乗せ金利を用意しています。

　年に一度の特別な機会に、ぜひご利用ください。

北海道との「包括連携協定」の締結

　「持続可能な社会の実現」を目的とし、北海道との包

括連携協定を締結しました。「地域社会への貢献活動」、

「児童・青少年の教育」、「道内労働者への支援」、「道政

広報」に関する事項での官民一体の協働により、道民の

生活がより豊かに喜びを持って共生できる社会の実現を

めざします。

金融教育教材「まかせて！金太ろうきん太！」第 2 弾動画の公開

　金融リテラシー向上の取組みとして、2021 年 10 月

に制作した金融教育教材「まかせて！金太ろうきん

太！」の第 2弾動画を制作しました。この動画は、未

就学児～小学校低学年向けに、「お金には限りがあ

り、大切に使おう」という内容を楽しく学べます。

　お子さまと一緒に、また教育現場でぜひご活用くだ

さい。



ろうきんは、働く人の夢と共感を創造する
協同組織の福祉金融機関です。

ろうきんは、会員が行う経済・福祉・�
環境および文化にかかわる活動を促進し、�

人々が喜びをもって共生できる�
社会の実現に寄与することを目的とします。

ろうきんは、働く人の団体、�
広く市民の参加による団体を会員とし、�

そのネットワークによって�
成り立っています。

会員は、平等の立場でろうきんの運営に�
参画し、運動と事業の発展に努めます。

ろうきんは、誠実・公正�
および公開を旨とし、

健全経営に徹して会員の信頼に応えます。

ろうきんの 健全経営の維持 を表す指標（2023 年度
決算ハイライト）

ろうきんの理念 中期経営計画（2022～2024 年度）
つなぐプロジェクトを軸とした 

共生社会の実現 に向けた取組み

　北海道ろうきんでは、「つなぐプロジェクト」を軸と

して、会員・推進機構や、同じ志をもって各地域で活

動する非営利団体と手を携え、金融面での「ハブ機能」

を発揮することで、持続可能な共生社会の実現に寄与

し、SDGs の達成に貢献していきます。

　※ �2023 年度取組み分に係る寄付額は、57 団体に対し、
総額 10,439,000 円になりました。

　〈ろうきん〉は、はたらく人のための金融機関です。

　はたらくみなさまの暮らしを支えるため、「生活設計」

「生活改善」「生活防衛」を 3つの柱とし、お金にまつわ

る困りごとやご相談に対し、一人ひとりにあったご提

案・アドバイスを行う運動のほか、各種セミナー・相談

会の取組みも展開しています。 　北海道教育庁等を通じた学校現場と営業店

の連携強化により、小・中・高校・大学にお

ける金融教育を実施しています。

　また、こども食堂・就労支援施設におい

て、お金の管理やマネートラブル防止に関す

る「おかねのまなび場」を開催しています。

 生活応援運動の展開  金融リテラシーの醸成 NPO との連携

　営業店にて190団体のNPO等への「直接訪問活動」

や「イベント参加」を通じて、連携を深めています。

　また、北海道NPOサポートセンターとの「相

互連携協力の推進に関する協定書」に基づいた、

全 10 回の「ろうきん寄付講座（8月～12 月）」を

通じて、NPO経営者育成に取り組んでいます。

■資産の内訳 ■負債・純資産の内訳

「資産」とは、皆様からお預かりした資金の運用状
態を示す諸勘定のことです。主なものに貸出金や
労働金庫連合会への預け金があります。

資産合計 
1 兆 2,118 億 6 百万円

■経常利益・当期純利益
経常利益　17 億 91 百万円

「経常利益」とは、営業活動によって発生する収益
から費用を引いたものです。

当期純利益　11 億 85 百万円

「経常利益」に税金等を加減した最終的な利益です。

■自己資本比率

国内基準の最低所要自己資本
比率4％を満たしており、安
心してご利用いただけます。

8.55％

■開示債権比率

低水準を維持しており、健
全性の高さが数値に表れて
います。

0.62％

「負債」・「純資産」とは、資金の調達形態を示すもの
です。「負債」の主なものとして預金積金があり、「純
資産」には出資金、利益準備金などがあります。

負債・純資産合計 
1 兆 2,118 億 6 百万円

貸出金
8,429 億 24 百万円

現金・預け金
2,396 億
38 百万円

金銭の信託・有価証券
1,100 億 54 百万円

その他
191 億 90 百万円

貸出金のうち

99.18％
個人のお客様へ
ご融資しています。

は

預金積金・
譲渡性預金

1兆 1,015 億 45 百万円

その他
564 億 21 百万円

純資産

預金積金・
譲渡性預金のうち

個人のお客様より預入
れいただいています。

純資産
①出資金
②利益準備金
③特別積立金
④当期未処分剰余金
⑤その他

32億42百万円
33億34百万円
451億52百万円
20億61百万円

48百万円

538億40百万円

92.66％は 生活応援運動の 3本柱

1．生活設計 2．生活改善 3．生活防衛

◦生活設計支援
◦資産形成支援
◦退職準備・年金相談

◦�他行高金利ローン借換による
可処分所得向上運動の展開
◦奨学金問題への取組み

◦�金融商品・サービスに対す
る消費者教育
◦多重債務問題への取組み

2023 年度　セミナー実施回数
932 回 20,278 人

うち　資産形成関連セミナー
466 回 9,375 人

うち　多重債務防止セミナー
216 回 4,749 人

〈セミナー実施回数〉

Ⅰ．「会員」との環
［深める］

Ⅳ．「ろうきん内」の環
［人と組織が共に成長する］

Ⅲ．「利用者」との環
［寄り添う］

Ⅱ．「地域」との環
［広げる］

しあわせの循環

つなぐプロジェクト

〈コアバリュー（＝核とする価値観）〉
〜 共生社会の実現 と 健全経営の維持 〜
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た。店頭表示金利に金利を上乗せした定期預金であり、

給与振込または公的年金受取りを当金庫にご指定いただ

いた場合はさらに上乗せ金利を用意しています。

　年に一度の特別な機会に、ぜひご利用ください。

北海道との「包括連携協定」の締結

　「持続可能な社会の実現」を目的とし、北海道との包

括連携協定を締結しました。「地域社会への貢献活動」、

「児童・青少年の教育」、「道内労働者への支援」、「道政

広報」に関する事項での官民一体の協働により、道民の

生活がより豊かに喜びを持って共生できる社会の実現を

めざします。

金融教育教材「まかせて！金太ろうきん太！」第 2 弾動画の公開

　金融リテラシー向上の取組みとして、2021 年 10 月

に制作した金融教育教材「まかせて！金太ろうきん

太！」の第 2弾動画を制作しました。この動画は、未

就学児～小学校低学年向けに、「お金には限りがあ

り、大切に使おう」という内容を楽しく学べます。

　お子さまと一緒に、また教育現場でぜひご活用くだ

さい。


	01_表紙.pdf
	02_理念など.pdf
	03_つなぐプロジェクト.pdf
	04_トピックス.pdf
	05_裏表紙.pdf

